
策

     
ったが、施

名

工方法等に検討を要す

上

るため、令和6年度以

水

降に引き続き補強計画

道

を検討していく予定で

基

ある。
■ 維持　□ 

本

拡大 今後についても、

目

耐震診断の結果に基づ

標

き、耐震補強が必要な

快

場合、耐震補強を実施

適

するための詳細設計を

で

行っ
事業区分 □ 自治

暮

事務   □ 法定受

ら

託   □ その他
今

し

後の方向性 □ 縮小　

や

□ 改善 た後、耐震補

す

強工事を実施していく

い

。
（改善措置等）□ 

ま

休止　□ 終了
計画対

ち

象 □ 実施計画査定対

要

象  □ 行政改革対

施

象 
□ 廃止　　　　

策

 

※決算額については

の

、端数処理により、他

目

資料の決算額と差異が

的

生じている場合もあり

将

ます。

来にわたり、安全でお

No.

い

事務事業名 活動内容 コ

し

スト（事業費：千円）

い

災害に備えた体制整備

水

令和　４年度 令和　５

道

年度 令和　５年度 令和

水

　６年度 令和　４年度

を

令和　５年度 令和　５

安

年度 令和　６年度
活動

定

指標名 単位
実績 計画 実

的

績 計画 決算 当初予算 決

に

算 当初予算
全体事業概

供

要
①

応急給水訓練 回 2

給

1 1 1
災害発生時にお

す

ける水道施設箇所につ

る

いて、早期復旧
と応急

こ

給水体制の一層の確立

と

を図るため、各種マニ

。

ュ 0 0 0 0
アルの見直

施

し、応急給水体制の強

策

化、訓練などを行う
②

の

。

令和　７年度の優先

方

度

③2 　□ Ａ　　　

向

 □ Ｂ　　　 □ 

災

Ｃ　　　 □ Ｄ　

令

害

和５年度は、市の総合

に

防災訓練に併せて１回

強

（塚原新田配水場）実

い

施した。
■ 計画どお

水

り   
令和　５年度

道

□ 遅延      

の

   
の評価

□ 進展

構

なし     

■ 維

築

持　□ 拡大 今後も、

（

応急給水訓練は年１回

強

実施していく予定であ

靭

る。
事業区分 □ 自治

）

事務   □ 法定受

三

託   □ その他
今

島

後の方向性 □ 縮小　

市

□ 改善
（改善措置等

水

）□ 休止　□ 終了

道

計画対象 □ 実施計画

ビ

査定対象  □ 行政

ジ

改革対象 
□ 廃止　

ョ

　　　 

ンの事業計画に基づき、耐震診断を実施しているが、施設の一部には耐震補強の施工方法等について検討を要することとなり、令和6年度以降に補強
□ 計画どおり   

令和　５年度 計画を実施していく予定である。一方、応急給水訓練については、計画どおり実施した。
■ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後についても、耐震診断結果に基づき、耐震補強が必要な場合、耐震補強を実施するための詳細設計を行った後、耐震補強工事を実施していく。また、応急給水訓練

今後の方向性 □ 拡大　　　　 についても、年1回実施していく。

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

1 頁

令和 

No. 事

5

務事業名 活動内容 コス

年

ト（事業費：千円）

大

度

規模地震に備えた施設

　

整備 令和　４年度 令和

　

　５年度 令和　５年度

事

令和　６年度 令和　４

務

年度 令和　５年度 令和

事

　５年度 令和　６年度

業

活動指標名 単位
実績 計

評

画 実績 計画 決算 当初予

価

算 決算 当初予算
全体事

表

業概要
①

耐震化を実施

（

する配水池 立方 0 0 0

個

900
南海トラフ地震

票

などの大地震に備え、

）

耐震化が未完了 容量 メ

課

ー
の配水池などの整備

名

や、老朽化した水道管

都

の更新を行 トル 0 0 0

市

0
う。

②

令和　７年度

基

の優先度

③1 　□ Ａ

盤

　　　 □ Ｂ　　　

部

 □ Ｃ　　　 □ 

水

Ｄ　

赤王山低区配水場

道

配水池について、耐震

課

診断の結果、配水池本

作

体（躯体）の耐震性は

成

確保されていた。しか

日

し、
□ 計画どおり 

令

  
令和　５年度 杭基

和

礎の耐震性能は確保さ

　

れていなかったため、

６

R５年度に耐震補強の

年

詳細設計を予定してい

　

たが、杭基礎の耐
■ 

８

遅延        

月

 
の評価 震補強が困難

　

であることから実施し

１

なかった。北沢低区配

日

水場についても、耐震

概

補強の詳細設計を行う

施

予定であ
□ 進展なし


